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2026年 10月 14日 

各 位 

会 社 名    オーウエル株式会社 

代表者名    代表取締役社長 川戸 康晴 

（コード：7670 東証スタンダード市場） 

問合せ先    執行役員 秋谷 浩史 

（TEL 06-6473-0138） 

 

 

完全子会社の吸収合併（簡易合併）に関するお知らせ 

 

 

当社は、2026年 10月 14日開催の取締役会において、2027年４月１日を効力発生日として、当社の完全子

会社である明豊商事株式会社（以下、明豊商事）を当社に吸収合併すること（以下、本合併）を決議いたしま

したのでお知らせいたします。 

なお、本合併は完全子会社を対象とする簡易合併であるため、開示事項及び内容を一部省略して開示してお

ります。 

 

１．本合併の目的 

中期経営計画「MAP24-26」において、成長投資に掲げる「M&A による事業の幅、規模の拡大」のもと、

コーティング関連事業における国内塗料販売ビジネスの拡大を図るため、2025 年 10 月末に明豊商事の全株

式を取得し、完全子会社といたしました。この度、明豊商事のお客様に対する新たな提供価値の拡大及び経

営資源の効率化を目的とし、明豊商事を吸収合併することといたしました。 

 

２．合併の要旨 

 (1)合併の日程 

取締役会決議日 2026年 10月 14日 

合併契約締結日 2026年 10月 15日（予定） 

実施予定日（効力発生日） 2027年 4月 1日（予定） 

（注）本合併は当社においては会社法 796 条第２項に規定する簡易合併に該当するため、

合併契約承認に関する株主総会は開催いたしません。 

 (2)合併の方式 

当社を存続会社とする吸収合併方式とし、明豊商事は解散いたします。 

 (3)合併に係る割当の内容 

本合併は、当社の完全子会社の吸収合併であるため、株式及び金銭等の割当はありません。 

(4)合併に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

当該事項はありません。 
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３．合併当事会社の概要 

 吸収合併存続会社 吸収合併消滅会社 

(1) 名 称 オーウエル株式会社 明豊商事株式会社 

(2) 所 在 地 大阪市西淀川区御幣島 5 丁目 13

番 9号 

茨城県水戸市笠原町 600 番地

90 

(3) 代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名 代表取締役社長 川戸 康晴 代表取締役社長 園田 修也 

(4) 事 業 内 容 塗料、表面処理剤、塗装関連機

器・設備、意匠・保護フィルム

等の販売及び電気・電子部品等

の販売並びに、それらに付帯す

る各種工事の請負及び設計・監

理 

塗料販売 

(5) 資 本 金 857百万円 10百万円 

(6) 設 立 年 月 1943年 11月 1964年 5月 

(7) 発 行 済 株 式 総 数 10,500,000株 10,000株 

(8) 決 算 期 3月 31日 8月 31日 

(9) 大 株 主 及 び 持 株 比 率 

（2026 年 3 月 31 日現在） 

オーウエル従業員持株会 13.5％ 

日本ペイント株式会社   8.9％ 

関西ペイント株式会社  6.9％ 

大日本塗料株式会社   5.4％ 

株式会社三菱 UFJ銀行  3.1％ 

宮本文義        2.5％ 

光通信 KK投資事業    1.5％ 

有限責任組合  

飛戸克治         1.2％ 

豊田みどり        1.2％ 

片山武宏         1.1％ 

オーウエル株式会社  100％ 

(10) 直前事業年度の財政状況及び経営成績 

決 算 期 2026年 3月期（連結） 2025年 8月期（単体） 

総 資 産 42,415百万円 664百万円 

純 資 産 22,824百万円 364百万円 

１ 株 当 た り 純 資 産 2,251.67円 36,474.09円 

売 上 高 68,268百万円 401百万円 

営業利益又は営業損失（△） 1,261百万円 △7百万円 

経常利益又は経常損失（△） 1,680百万円 △4百万円 

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 
当 期 純 利 益 又 は 
当 期 純 損 失 （ △ ） 

1,798百万円 △155百万円 

１株当たり当期純利益又は 
１株当たり当期純損失（△） 

178.85円 △15,513.83円 

１ 株 当 た り 配 当 金 45円 0円 

 

４．合併後の状況 

  本合併後の当社の名称、所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金及び決算期に変更はありません。 
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５．今後の見通し 

  本合併による連結業績に与える影響は軽微であります。今後、開示すべき事項が発生した場合には速やか

にお知らせいたします。 

 

以 上 


